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●１１月の綿工連産地・企業の展示会開催・出展 

１１月の綿工連産地企業の展示会出展実績は下記の通り。  

ａ） 「ＪＦＷ－Ｊａｐａｎ Ｃｒｅａｔｉｏｎ ２０２３」 １１月１日（火）～２日（水）、東京国際フォーラム 

  〇高島織物工業協同組合 「第３７回ビワタカシマ２０２４春夏素材展」 

    川島織布、駒田織布、坂尾織物、杉岡織布、高麻、本庄織布、マスダ、 
高島晒協業組合 

   〇（公財）北播磨地場産業開発機構 「播州織総合素材展２０２３」  

    桑村繊維、服部テキスタイル、播、播州織工業協同組合 

   〇岡山県織物構造改善工業組合（ショーワ、タケヤリ、丸進工業） 

 

ｂ） ＪFW-Ｐｒｅｍｉｕｍ Ｔｅｘｔｉｌｅ Ｊａｐａｎ ２０２３ Ａ/Ｗ （ＪＦＷ－ＪＣと同時開催） 

  〇古橋織布（遠州）、 

〇「井原デニム」 岡本テキスタイル、クロキ、日本綿布、吉河織物（備中） 

   〇カイハラ（広島）  
   〇倉敷染（岡山県織物染色工業組合） 

     

ｃ）「デニムスアンドジーンズ・ジャパン」 １１月１日（火）～２日（水）、東京・池袋サンシャインシティ 

 〇ショーワ（岡山）、日本綿布（備中）、篠原テキスタイル（広島） 

 ＊国内外１０ヵ国の織布、染色加工企業等が出展するデニム総合展示会、日本初開催 

 

１１月の綿工連産地・企業の展示会開催・出展／１２月の綿工連産地・企業の

展示会出展／綿工連産地組合事務局会開催／令和４年度第２次補正予算案

「中小企業・小規模事業者等関連予算」について／経産省、下請取引の適正化

について関係事業者団体に要請／経産省、中小企業・小規模事業者に対する

金融の円滑化を関係機関に要請／主な補助金・助成金の申請スケジュー 

ル／第１４４回繊維通商問題委員会開催／綿工連産地・企業の新聞記事一覧 

（２０２２年１１月）／特許公開情報 

                                                   

 

主 な 内 容 
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ｄ）高島織物工業協同組合 「第３７回ビワタカシマ素材展２０２４春夏」 

１１月２４日（木）～２５日（金）、綿業会館 

川島織布、駒田織布、坂尾織物、杉岡織布、高麻、本庄織布、マスダ、高島晒協

業組合 
 

●１２月の綿工連産地・企業の展示会出展 

 「エコプロ」 １２月７日（水）～９日（金）、東京ビッグサイト 

  セイショク（岡山） 出展 

 
●綿工連産地組合事務局会開催 

綿工連は、１１月８日（火）に知多産地において本会産地組合の事務局会を開催、１０組

合の事務局が出席した。知多産地の広幅織機の機業と小幅織機の機業を見学した後、組

合事務所で行った事務局会議では、組合が抱える共通の課題や取組みについて意見交換

を行った。来年の事務局会は泉州産地で開催の予定。 

 

●令和４年度第２次補正予算案「中小企業・小規模事業者等関連予算」について 

１０月２８日に閣議決定された「物価高・円安への対応」、「構造的な賃上げ」、「成長のための

投資と改革」を重点分野とした「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」を含む今

年度第２次補正予算案で中小企業・小規模事業者等関連予算は約１兆１,１９０億円、綿スフ織

物業で利用可能な事業を以下抜粋する。本予算は１２月２日に成立した。 

 

１．エネルギー価格高騰への対応と安定供給確保 

（１）価格高騰対策 

①電気・ガス価格激変緩和対策事業 【３兆１,０７４億円】 

ロシアによるウクライナ侵略等を背景としたＬＮＧ等の燃料価格の高騰により、今後も

電気・都市ガス料金の上昇が見込まれる中で、小売事業者を通じた激変緩和措置

により、家庭や価格転嫁の困難な企業における電気・都市ガス料金の負担の軽減を

図る。 

 

②燃料油価格激変緩和対策事業 【３兆２７２億円】 

長引く原油価格の高騰が経済回復の足かせとなり、国民生活や経済活動に悪影響

が生じるのを防ぐことを目的として、燃料油価格の激変緩和対策事業を実施すること

で、ガソリンなどの燃料油の卸価格抑制を通じて、小売価格急騰の抑制を図る。 

 

（２）省エネルギー 

①省エネルギー設備への更新を促進するための補助金 【５００億円】 
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※国庫債務負担含め総額１,６２５億円 

省エネ性能の高い設備への更新に係る費用を補助することにより、エネルギー価格

高騰に苦しむ中小企業等の省エネ対策を促進。複数年の投資計画に切れ目なく対

応できる新たな仕組みを創設し、まずは今後３年間、集中的に支援を実施する。 

④中小企業等に向けた省エネルギー診断拡充事業 【２０億円】 

工場・ビル等の省エネ診断の実施やそれを踏まえた運用改善等の提案に係る費用  

を補助することで、中小企業等の省エネを強力に推進する。 

 

２．継続的な賃上げを促進するための中小企業等の支援 

①中小企業等事業再構築促進事業 【５,８００億円】 

②中小企業生産性革命推進事業 【２,０００億円】  

※国庫債務負担含め総額 ４,０００億円 

新型コロナや物価高、インボイス制度等の事業環境変化への対応に加え、ＧＸ・ＤＸな

どの成長分野への前向き投資や賃上げ、国内回帰や海外展開を促すため、中小企

業・小規模事業者が行う事業再構築や生産性向上の取組を切れ目なく支援する。 

③資金繰り支援等 【２,９８１億円】 ※財務省計上分２１２億円を含む。 

コロナ関連融資の借換えによる返済負担軽減に加え、新たな資金需要にも対応するた

めの信用保証制度を措置するとともに、セーフティネット貸付やスーパー低利融資によ

り、新型コロナや物価高騰の影響を受けた事業者等を支援する。また、認定支援機関

による経営改善計画の策定等の支援や、創業時の経営者保証を徴求しない信用保証

制度の創設、中小機構の出資機能の強化を図る。 

 

３．円安を活かした経済構造の強靭化 

⑧海外市場開拓・有志国サプライチェーン構築等促進事業 【１９０億円】 

  国際情勢の変化が激しい中、円安の環境を利用して、「新規輸出中小企業１万者支

援プログラム」等の海外展開を目指す中堅・中小企業等の海外市場開拓・輸出の拡大、

有志国間のグローバルサプライチェーンへの参画、対日直接投資・インバウンドの促進

等を支援する。 

 

〇「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」に係る事業一覧   

  「経済産業省関係令和４年度補正予算のポイント」の１１＆１２／１２ページ 
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●経産省、下請取引の適正化について関係事業者団体に要請 

１１月２５日、経済産業省は経済産業大臣及び公正取引委員会委員長の連名による文書

をもって、関係事業者約１,６００団体に対し、下請取引の適正化について要請した。 

ウクライナ情勢や円安等の影響により、エネルギー価格や原材料費の高騰が長期化する中、

大きな影響が出ている中小企業・小規模事業者は、資金需要が高まる年末にかけて資金繰り等

が一層厳しさを増すことから、下請取引の適正化を推進するため、「下請代金支払等の適正化」、

「適正な価格転嫁の実現に向けた取組」を要請した。 

〇下請取引の適正化について（関係事業者団体代表者宛）   

 

●経産省、中小企業・小規模事業者に対する金融の円滑化を関係機関に要請 

経済産業省は「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」が閣議決定されたこ

と等に伴い、１１月２８日に新型コロナウイルス感染症の影響や物価高により、厳しい資金繰

り状況に直面している事業者や、年末・年度末に向けて運転資金等の需要が高まることを

踏まえ、中小企業・小規模事業者に対する金融の円滑化について、関係機関に対し、以下

のとおり要請した。 

・業況を積極的に把握し、資金繰り相談に丁寧に対応するなど、事業者のニーズに応じたき

め細やかな支援の徹底 

・条件変更や借換え等に対して、事業者の実情に応じた迅速かつ柔軟な対応の継続 

・借換保証制度の円滑かつ迅速な実施。日本公庫のスーパー低利融資やセーフティネット

貸付の積極的な活用 

・「業種別支援事例集」も活用しつつ、事業者の収益力改善・事業再生・再チャレンジの総

合的支援に努めること 

〇配慮要請文「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」を踏まえた 

事業者支援の徹底等について」                     

 

●主な補助金・助成金の申請スケジュール 

ａ）中小企業等事業再構築補助金                      

第８回公募： １０月３日（月）～２０２３年１月１３日（金）１８時  

 

ｂ）ものづくり補助金〔一般型・グローバル展開型〕     

第１３次締切： １２月２２日（木）１７時    

 

ｃ）小規模事業者持続化補助金  

    第１１回受付締切： ２０２３年２月下旬予定 
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商工会連合会               ブラボラボー商工会議所地区 

 

 

                                    

ｄ－１）ＩＴ導入補助金（通常枠）                       

  ９次締切（最終締切）： １２月２２日（木）１７時予定 

 
ｄ－２）ＩＴ導入補助金（デジタル化基盤導入枠）               

    １７次締切： １２月２２日（木）１７時予定            
１８次締切：   ２０２３年１月１９日（月）１７時予定 
１９次締切（最終締切）： ２月１６日（木）１７時予定 
 

ｄ－３）ＩＴ導入補助金（セキュリティ対策推進枠）     

     ５次締切： １２月２２日（木）１７時予定             
６次締切： ２０２３年１月１９日（木）１７時予定 
７次締切（最終締切）： ２月１６日（木）１７時予定 

 

ｅ－１）令和４年１２月以降の雇用調整助成金の特例措置等について     

 

ｅ－2）令和５年４月以降の取扱いについては、新型コロナウイルス感染症の感染状況や雇

用情勢を踏まえながら検討の上、改めて公表予定。 

※新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者への支援パンフレット（随時更新）  

https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/pamphlet.pdf   

    

●第１４４回繊維通商問題委員会開催 

１１月９日（水）、日本繊維産業連盟の第１４４回繊維通商問題委員会がオンラインで開催

された。議題は、（１）日本の繊維貿易の現況について（２０２２年１～９月期・２０２２年９月）、

（２）各国とのＥＰＡ交渉状況について。 

１. 輸出入全般の動向 

 ２０２２年１－９月期の繊維貿易 

 
円ベース ドルベース 

百万円 前年同期比（％） 百万ドル 前年同期比（％） 

輸 出   ７２８,１２５ １１６.６ ５,６８９ ９９.０ 

輸 入 ３,５０７,３７３ 

 

 

 

 

 

１２２.９ ２７,２６１ １０３.６ 
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①２０２２年９月単月に関しては、輸出は円ベースで８４,６４１百万円（前年同月比１１７.９％）、

輸入は円ベースで５２０,４６８百万円（前年同月比１３９.６％）で、単月では輸出入ともに

増となった。輸出のドルベースでは前年同月比が９０.８％と落ち込み、円安の影響が

出ている。 

②２０２２年１－９月累計の繊維品別輸出入実績に関しては、輸出（円ベース）の前年同 

期比は繊維原料は１１９.６％、糸類（紡績糸・合繊糸）は１１０.３％で、うち綿糸は 

１３８.７％、毛糸は８３.０％、合繊糸は１１５.５％。織物は１２２.８％で、うち綿織物は 

１１３.６％、毛織物は１３３.０％、合繊織物は１２６.７％。二次製品は１１４.６％。 

輸入（円ベース）の前年同期比は繊維原料は１６５.６％、糸類（紡績糸･合繊糸）は 

１４４.９％で、うち綿糸は１５９.３％、毛糸は１８５.７％、合繊糸は１３４.８％。織物は 

１３０.０％、うち綿織物は１２１.８％、毛織物は１６７.３％、合繊織物は１３９.４％。二次製

品は１２１.３％。 

２. 各国・地域別輸出入の動向 

 〇輸出（２０２２年１－９月累計） 

   Ⅰ ２０２２年１－９月の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）向けは 

１１３.３％、欧州１２４.０％、米州１２６.６％。 

Ⅱ  中国が１１１.２％、シェアは２６.６％（前年同期比－１.３ポイント）で、輸出額では

前年同期を上回るもののシェアは微減。 

ＩＩＩ  アセアンは１1５.９％。シェアは２３.２％（前年同期比－０.１ポイント）で前年同期並

みであるが、輸出額は増加を維持している。       

ＩＶ  前年同期比はすべての国で１００％以上となり、世界計でも１１６.６％となった。１９

年同期比でも１１６.６％であり、輸出金額ではコロナ禍以前の水準に回復している。 

  〇輸入（２０２２年１－９月累計） 

   Ⅰ ２０２２年１－９月累計の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）が 

１２２.９％、欧州１１８.４％、米州１４１.５％。 

   Ⅱ 中国が１２２.１％、シェアは５５.１％（前年同期比－０.４ポイント）と輸入額は増加を

維持したものの、シェアは微減である。 

 ＩＩＩ  アセアンは１２３.４％、シェアが２８.４％（前年同期比＋０.１ポイント）と輸入額で増

加を維持し、シェアでも微増となった。 

  ＩＶ  前年同期比ではマレーシアを除くすべての国に対して増加傾向を維持し、世 

界計でも１２３.０％と好調である。特に、ミャンマーからの輸入額は前年同期比 

１８２.７％と大きく伸ばしている。続いて、円安の影響を考慮する必要があるもの

の、大洋州では１６０.７％、米国で１５３.９％と輸入額の伸びが大きい。 
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●綿工連産地・企業の新聞記事一覧 （２０２２年１１月） 

 

 繊維ニュース  

１１月 ２日  ＰＴＪ 良質な風合い訴求 タケミクロス 古橋織布とのコラボ生地をイチ押し（遠州） 

１１月 ２日  たまゆらサステナブル展 ヨシから始めるＳＤＧｓ体験ツアーに高麻が協力(高島) 

１１月 ２日  玉木新雌 次世代に播州織伝える モノ作りの原点見直す（播州） 

１１月 ２日  デニム製品の循環 PJ 開始 ランドダウンアンダー 篠原テキスタイルが織布（広島） 

１１月 ２日  児島 「ジャパンデニムデイズ」などのイベント開催 家族連れで活気あふれる（岡山） 

１１月 ２日  『往来』 日本綿布 川井社長 本社隣接直営店 市の繊維、観光業に役立てれば（備中）  

１１月 ４日  ＰＴＪ 古橋織布（遠州） シャトル織機におる膨らみ感 ／ カイハラ 機能性を意識（広島） 

１１月 ８日  福山市 デニム関連企業の販路開拓 福山城で商談会（広島） 

１１月 ８日  「繊博」 オンラインで産地ツアー １２００人の学生参加（三備） 

１１月１０日  ジーンズソムリエ ３年ぶり有観客で第９回認定授与式 篠原テキスタイル豊田経営戦略室長などに授与（広島） 

１１月１１日  ＪＡＦＩＣ 原宿で「匠の技」展 「 Ｊ∞クオリティー」事業で 中国紡織が出展（広島） 
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１１月１５日  三備産地 “循環型”の取り組み進む 他社を巻き込みながら 染色加工のセイショクなど 

１１月１５日  『きいボード』 デニムの甲冑 縫製のアパークスが制作 篠原テキスタイル等が協力（広島）   

１１月１６日  「第1回シャトル織機次世代ネットワーク交流会」 丸進工業など保有企業が交流深める（岡山） 

１１月１６日  「繊博」 モノ作りの現場間近に リアル産地ツアー開催（三備） 

１１月１７日  『特集 ビワタカシマ２４春夏』 天然繊維の魅力発信 サステ生地がめじろ押し  

１１月１７日  セイショク 布積層板の認知度向上へ 染色加工では新規開拓推進（岡山） 

１１月２１日  ビワタカシマ２４春夏  １１月２４，２５日、大阪・綿業会館で（高島）  

１１月２１日  ９月の岡山県織物生産 ７月以降伸び悩む （岡山県織物工業組合纏め） 

 １１月２５日  高島産地 それぞれの挑戦が実を結ぶ 海外、商品開発、顧客対応など 

１１月２５日  播州織産元の桑村繊維 「回復から成長へ」 中国、欧米へ提案強化  

１１月２８日  タカヤ商事「ＲＮＡ」 ２３春は「青」を強調 “修復”テーマに色使い鮮やかに（備中）   

１１月２９日  高島産地 カラーや柄の提案が充実 「綿以外」との複合も進む  

１１月２９日  １０月の岡山県織物生産 前月より減少幅縮小（岡山県織物工業組合纏め） 

１１月３０日  「エシカルファッション協議会」設立 繊維業界からエシカル経済けん引（三備） 

１１月３０日  遠州産地発のハウス 東京にショールーム開設 関東圏に遠州織物の魅力発信 

 『ＪＦＷ－ＪＣ＆ＰＴＪレビュー 新時代の潮流をつかめ』  

１１月１７日  古橋織布と協業 麻織物を得意とするタケミクロス 天日干しの綿織物を訴求（遠州）  

１１月２２日  「倉敷染」 草木から抽出した天然染料で製品染したウールＴシャツ提案（岡山） 

１１月２５日  古橋織布＝シャトル織機のイメージ定着 定番に加え太番手で凹凸感ある生地が人気（遠州） 

 

繊 研 新 聞 

１１月 １日  タカヤ商事「スウィートキャメル」２３年春夏 グリーンやパープルの細見パンツ（備中） 

１１月 ２日  ＜ＰＴＪ２３年秋冬、ＪＦＷ－ＪＣ２０２３＞ 付加価値高める工夫多彩に   

          播州織総合素材展 ジャカードやエコ素材充実 ／カイハラ  インディゴで高摩擦堅牢度（広島） 

１１月 ４日  ＜ＰＴＪ２３年秋冬、ＪＦＷ－ＪＣ２０２３＞  

中小企業のサステイナブルな物作り 「倉敷染」 協業で安心安全な加工（岡山）  

     素材の魅力発信に工夫 「井原デニム」 新しい風合いや機能性を追求（備中） 

１１月 ８日  タカヤ商事「カフェッティ」２３年春夏 デニムパンツを充実（備中） 

１１月 ９日  ＪＡＦＩＣ 「 Ｊクオリティー」 東京原宿で「匠の技」展 １１月２１，２２日 中国紡織が出展（広島） 

１１月１６日  玉木新雌 紡績設備を導入 循環型物作りへ 産地内外の協業も加速（播州） 

１１月１８日  高島織物工業協組 大阪でビワタカシマ素材展開催 サステナブル素材充実 
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１１月１８日  ジーンズソムリエ認定証授与式開く ３年ぶりの有観客、工場見学も（三備） 

『日本素材の強さ ＰＴＪ２３年秋冬、ＪＦＷ－２０２３から』  

１１月１６日  タケヤリ コルクシートと帆布のボンディングを開発（岡山） 

１１月１７日  得意素材を持ち合った水平連携 古橋織布の綿織物をタケミクロスの協力工場で（遠州） 

   『PTJ・ＪＦＷ－ＪＣにみる２３～２４年秋冬テキスタイル』 

１１月２１日  身近な廃棄物を衣料素材に 高麻・駒田織布（高島）、ショーワ・倉敷染（岡山） 

１１月２２日  デニムにひねり クロキ（備中）・岡本テキスタイル（岡山）  

●特許公開情報 

２０２２年１１月に公開された織物の製造方法に関する、特許公開情報です。 

特許電子図書館 HP： https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

検索範囲： 4L048, D03D1/00～D03D27/00  

 

[特許公開情報] （２０２２年１１月公開分） 

＜11 月分＞   

項番 文献番号 出願人 発明の名称 

1 特開 2022-165968 
ジョージア テック リサー

チ コーポレイション（米） 

織布複合材料の連続的な製造のためのシ

ステムおよび方法 

2 特開 2022-166370 クラレファスニング(株) 
ポリエチレンテレフタレート系面ファス

ナー 

3 特開 2022-166595 小松マテーレ(株) 
布地の製造方法、布地及びそれを用いた

繊維製品 

4 特開 2022-166674 倉敷紡績(株) 制電性織物及び制電性衣服 

5 特開 2022-166677 (株)カツクラ 
装飾性遮光織物およびそれを用いたカー

テン 

6 特開 2022-166716 日本フエルト(株) 製紙用２層織物 

7 特開 2022-167898 

デュポン セイフティー ア

ンド コンストラクション 

インコーポレイテッド（米） 

アラミドおよびモダクリル繊維を含む炭

素含有繊維ブレンド 

8 特開 2022-168320 日東紡績(株) 

ガラス繊維用ガラス組成物、ガラス繊

維、ガラス繊維織物及びガラス繊維強化

樹脂組成物 

9 特開 2022-169683 日本フイルコン(株) 工業用二層織物 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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１１月  の  行  事  

１１月 １～２日 ……   ＪFW-Premium Textile Japan ２０２３ Ａ/Ｗ、JFW-Japan Creation ２０２３ 

（東京国際フォーラム） 

１１月 ８日 ………… 綿工連産地組合事務局会（知多産地） 

１１月 ９日  ………… 第１４４回繊維通商問題委員会 《オンライン》 

１１月１７日 …………  繊産連幹事会 《オンライン》 

 

１２月以降の 行事  

１２月１０日 …………  綿工連綿’s 倶楽部委員会（名古屋） 

１２月１５日   …………  繊産連常任委員会、技能実習適正化推進・取引適正化推進委員会（東京・日本橋） 

２０２３年 

１月２４日  …………   繊産連役員総会（東京・東京プリンスホテル） 

10 特開 2022-170626 
デフン テキスタイル カン

パニー，リミテッド（韓） 
安全ランヤードのバンド 

11 特開 2022-172035 山岡 俊秀（東京都） 織物デザインプログラムおよび製織方法 

12 特開 2022-172522 

(株)オートネットワーク技術

研究所 

住友電装(株) 

住友電気工業(株) 

シールド部材 

13 特開 2022-172523 

(株)オートネットワーク技術

研究所 

住友電装(株) 

住友電気工業(株) 

シールド部材 

14 特開 2022-172876 ユニチカトレーディング(株) 衣料用積層体および感染防止衣料 

15 特開 2022-176521 
トヨタ紡織(株) 

槌屋ティスコ(株) 
玉縁及びその製造方法 

16 実登 3239739 (株)青山 装飾用品 
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